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心理学では、学習性無力感の研究はほとんどが、学習性無力感と憂鬱の関係をテーマとし

ている。そこでは学習性無力感と憂鬱の関係は弱いという結論があり、学習性無力感は病気

ではなく、生活の中の状態の一つと定位された。そして、この問題は病気ではないため、心

理学においては、学習性無力感に関する研究より絶望感の研究に重点がおかれるようになっ

た。また、英語学習でも日本語学習でも学習性無力感が生じた例が多くあり、研究者にはこ

の問題を解決すべきだという認識もある。しかし、学習性無力感という用語はまだ日本語教

育では一般的ではないため、日本語教育分野の研究成果が限られている。

学習性無力感の対応方法は、現場によって異なる。筆者は、日本語学習の分野でその対応

方法を見出したいと考え、この研究テーマに取り組んだ。

調査方法としては、まず在日日本語学習者に「学習ストラテジー」と「学習性無力感」に

ついての二種類のアンケート票に答えてもらう。そして、質的に在日日本語学習者の学習ス

トラテジー使用状況を分析する。回収したアンケート票は、妥当性があるかどうかと質を評

価するために信頼性と妥当性の調査をする。次に学習性無力感と学習ストラテジーを結び付

けて研究することの妥当性があるかどうかを調査するために、相関分析で学習ストラテジー

と学習性無力感の関係を解明する。さらに、回帰分析で学習ストラテジーのどの因子が学習

性無力感に影響を与えるかを調査する。最後に、在日日本語学習者の日本語学習能力及び日

本語能力の向上に役に立つかどうかの結果を得る。

調査結果としては、信頼性と妥当性分析によると、在日日本語学習者が書き込んだ二種類

のアンケート票は信頼性と妥当性がある。

相関分析によって、学習ストラテジーの因子の中で情意ストラテジーは学習性無力感と関

係性が高く、学習ストラテジーと学習性無力感と結び付けて研究することは妥当性があると

分かった。

回帰分析によって、情意ストラテジーが学習性無力感に正の影響を与えて、情意ストラテ

ジーを多く使うほど学習性無力感が高くなることが分かった。記憶、認知ストラテジーが学

習性無力感に負の影響があり、記憶、認知ストラテジーを多く使うほど学習性無力感が低く

なることが分かった。

記述統計にによって、在日日本語学習者が多くの学習ストラテジーを持っていることが分

かったが、学習ストラテジーの分類の理解がまだ足りないことは在日日本語学習者の学習ス

トラテジーの使用上の問題である。この問題に対して、直接ストラテジーと間接ストラテジ

ーを目的によって組み合わせて使う方法を学習ストラテジー指導に導入することが効果的で

あると考える。
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（注 1）：スチューデントアパシー：情熱が燃え尽きてしまう学生。

（注 2）：再帰属訓練：教室内、教師の人数は学生の人数＋1 である。授業をする教師以外の

教師は学生一人ずつに対応する。授業中、学生が「質問に回答す

る」「問題の解決のために努力する」などの行動をすると、すぐ

「外的」「不安定的」「変動的」な原因帰属に導く方法。

（注 3）：翻訳依頼先：联桥翻译 www.lianqiaofanyi.com
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